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私事で恐縮ですが、本年度末で定年退職をさせていただきます。 

想い返すと高３のとき、将来を決めかねていた私に当時の担任が

教員免許を取得できる伊勢の大学を推薦してくれたのが始まりで

した。大学生となり４年後に受けた地元奈良県の教採試験は不合

格。就職も決まらすそのまま伊勢に残っていると産休代替講師の話

をいただき、教員としての第一歩を踏み出しました。以来３７年間

三重県で教員生活を送ってきました。 

新採の頃、学級通信はまだ手書きで輪転機を使って印刷していました。インターネッ

トもスマホも無かった時代ですから、当時まさか子ども１人に一台ずつタブレットが配

られる時代がくるとは想像もしていませんでした。想像していなかったと言えば、新型

コロナウイルスも然り。教員生活最後の３年間は、まさに想定外でした。子どもたちに

も教職員にも我慢ばかりさせてきましたが、ようやく長かったトンネルの先に明かりが

見えてきました。今後この３年間の影響が子どもたちの身体や心にどのように現れてく

るか心配ですが、あとに残る後輩たちがしっかりと子どもたちに寄り添い、乗り越えて

いってくれることを信じてやみません。 

成美小学校は若い頃、教諭として６年間勤めた学校です。その学校で校長として勤務

し、退職を迎えられたことを大変有難く感じています。お世話になった保護者の皆様、

地域の皆様、各関係機関の皆様、本当に有難うございました。時折このたよりの感想を

直接聞かせていただくこともあり、皆様との繋がりを感じておりました。力不足ではあ

りましたが、皆様に支えていただいたおかげでどうにか３年間の責務を果たすことがで

きました。今後も成美小学校の子どもたちのためにお力添えをいただくことをお願いし

て、最後のご挨拶とさせていただきます。本当にありがとうございました。 

 

本年度の谷川士清書道コンクールにおい

て、本校 4年生の 土性 茉尋（どしょう ま

ひろ）さんが特選に、前田 芽生（まえだ め

い）さん、松浦 由奈（まつうら ゆうな）さ

んが入選となり表彰状が届きました。先日、校

長室で表彰状の伝達を行いました。土性さん、

前田さん、松浦さん、おめでとう。これからも

書道の腕を磨いてくださいね。 
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